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市　議　会
第1回定例会

○

と
じ
て
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
市
報
と
翁
か
ま
ち
は
家
庭
と
市
役
所
を
結
ぶ
か
け
橋
で
す

縮
は
3
1
億
7
千
万
円

讐
鋤
4
3
％
の
建
設
的
予
算

市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
去
る
六
日
か
ら
市
政
の
基
本
的
方
向
を
定
め
る
昭
和
四
十
八
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
審
議
中
で
す
が
、
今
月
は
こ
の
昭
和
四
十
八
年
度
予
算
案
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

37億円の昭和48年度予算案を審議

　
昭
和
四
十
八

年
度
予
算
は
、

教
育
文
化
の
向

上
・
道
路
交
通

の
整
備
・
福
祉

行
政
の
推
進
を

三
本
の
基
本
的

施
策
と
し
て
、

一
般
経
常
経
費

を
で
き
る
だ
け

抑
制
し
、
建
設

的
予
算
編
成
に

努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
一

般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
総
額
は

三
十
一
億
七
千

七
百
五
十
五
万

円
と
、
前
年
度

当
初
予
算
に
く

ら
べ
五
十
％
の

増
と
な
り
、
国

民
健
康
保
険
・

同
診
療
所
、
簡

易
水
道
等
の
特

別
会
計
を
あ
わ

せ
る
と
三
十
七
億
五
千
百
五
十
二
万

六
千
円
と
い
う
大
型
予
算
に
な
り
ま

し
た
。

地
元
負
担
金
を
軽
減
し
、

貸
付
予
託
金
を
増
額

　
歳
入
の
主
な
内
駅

　
市
税
は
、
八
億
四
千
四
百
五
十
九

万
三
千
円
と
前
年
に
く
ら
ぺ
二
十
二

・
一
％
の
増
と
な
り
、
地
方
交
付
税

は
七
億
五
千
万
円
と
前
年
に
く
ら
ぺ

二
十
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
般
財
源
の
総
額
は
、

十
七
億
九
百
五
十
八
万
五
千
円
と
な

り
前
年
に
く
ら
べ
二
十
一
・
一
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
県
支
出
金
、
地
方
債
、

そ
の
他
の
特
定
財
源
は
十
四
億
六
千

七
百
九
十
六
万
五
千
円
で
前
年
に
く

ら
べ
一
〇
七
・
八
％
と
大
幅
に
伸
び

て
い
ま
す
。

　
ま
た
地
元
負
担
金
の
軽
減
化
を
は

か
り
、
従
来
の
道
路
舗
装
補
助
に
つ

い
て
も
原
材
料
を
提
供
す
る
方
式
に

改
め
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
産
業
育
成

や
市
民
生
活
向
上
の
た
め
、
産
業
育

成
資
金
や
中
小
企
業
振
興
資
金
等
の

貸
付
、
予
託
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
ま
た
国
県
の
補
助
金
や
起
債
導
入

に
よ
る
事
業
量
の
増
大
を
は
か
っ
た

結
果
、
投
資
的
経
費
は
十
三
億
六
千

五
百
二
十
七
万
円
と
当
初
予
算
総
額

の
四
十
三
％
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
施
設
の
整
備
拡

充
に
努
力

歳
出
の
主
な
内
訳

　
歳
出
の
主
な
内
訳
を
み
ま
す
と
、

教
育
費
が
八
億
二
千
七
百
六
十
九
万

円
と
前
年
に
く
ら
べ
四
億
四
千
百
四

万
五
千
円
の
増
と
な
り
歳
出
の
ト
ッ

プ
に
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
小

学
校
校
舎
、
屋
体
建
築
の
継
続
工
事

や
十
日
町
小
学
校
々
舎
増
築
、
西
小

学
校
（
仮
称
）
校
地
の
買
収
、
十
日

町
中
学
校
屋
体
工
事
（
継
続
一
年

目
）
な
ど
教
育
施
設
の
整
備
拡
充
が

主
な
も
の
で
す
。

　
つ
ぎ
に
土
木
費
が
六
億
四
千
九
百

八
十
四
万
二
千
円
で
、
前
年
に
く
ら

べ
二
億
千
九
百
三
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
内
訳
は
、
市
道
の

改
良
舗
装
工
事
や
雪
害
対
策
費
、
都

市
計
画
費
関
係
が
主
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
い
で
民
生
費
は
五
億

三
千
三
百
十
三
万
四
千
円
で
前
年
よ

り
四
十
一
・
二
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
立
保
育
所
（
一

ヵ
所
）
の
建
設
や
、
七
＋
歳
以
上
の

老
人
を
対
象
と
す
る
老
人
医
療
費
扶

継齢

鶏

難

○

助
、
老
人
相
談
員
の
設
置
、
老
人
ク

ラ
ブ
補
助
金
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
総
務
費
が
二
億
九
千

五
十
万
千
円
・
衛
生
費
二
億
八
百
四

万
七
千
円
、
農
林
水
産
費
一
億
七
千

四
百
六
十
四
万
二
千
円
、
商
工
費
一

億
三
千
四
百
九
十
八
万
八
千
円
な
ど

で
す
．

一
般
会
計
歳
出
の
お
も
な
事
業
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
総
務
費

　
南
沢
団
地
造
林
事
業
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
万
六
千
円

　
財
団
法
人
桂
会
交
通
公
園
造
成
補

　
助
　
　
　
　
　
二
百
万
円

　
交
通
安
全
施
設
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
三
百
二
十
七
万
円

・
民
生
費

　
広
域
事
務
組
合
総
合
福
祉
セ
ソ
タ

ー
負
担
金
　
六
百
万
四
千
円

　
老
人
医
療
費
扶
助

　
　
　
　
五
千
三
百
七
十
六
万
円

　
保
育
所
（
一
ヵ
所
）
建
設

灘
、
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
議市議会の審

　
　
　
四
千
八
百
八
十
八
万
円

児
童
手
当
（
重
度
障
害
児
手
当
を

　
　
　
　
　
含
む
）

　
　
　
五
千
四
百
七
十
八
万
円

遊
園
地
等
の
整
備
（
四
ッ
宮
公
園

等
）
　
　
　
百
十
四
万
四
千
円

・
衛
生
費

へ
き
地
医
療
対
策
費

　
　
　
　
　
五
百
七
万
七
千
円

ご
み
焼
却
場
の
増
設
工
事

　
　
　
　
　
五
千
四
百
万
円

ご
み
収
集
車
一
台
講
入

　
　
　
　
　
百
二
十
五
万
円

・
農
林
水
産
業
費

苗
場
山
麓
開
発
推
進
事
業
費

　
　
　
　
　
九
百
三
十
八
万
円

農
業
振
興
地
域
整
備
事
業
費
（
新

規
）
　
　
　
二
百
六
十
万
四
千
円

土
地
基
盤
整
備
補
助

　
　
　
　
　
七
百
万
円

農
薬
安
全
管
理
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
二
百
八
万
三
千
円

農
免
道
路
事
業
（
馬
水
原
線
負
担

金
）
　
　
　
六
百
十
万
九
千
円

林
業
構
造
改
善
事
業

　
　
　
三
千
九
百
五
十
九
万
八
千
円

・
商
工
費

き
も
の
産
地
宣
伝
事
業
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　
百
万
円

　
ア
ー
ケ
ー
ド
施
設
補
助

　
　
　
千
三
百
五
十
一
万
三
千
円

　
産
地
構
造
改
善
事
業

　
　
　
　
　
　
百
八
万
円

　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ソ
負
担
金

　
　
　
　
七
百
八
万
四
千
円

・
土
木
費

　
市
道
改
良
舗
装
工
事
費

　
　
　
一
億
五
千
七
百
二
十
五
万
円

瀦鼻 水資源は

齢骸難圓的ダム

、

沢
　
線

湯
　
号

摩
勘
磯
魎
　
が
グ

／

　案
清
津
川
多
目
的

嫌
ダ
ム
位
置
図

（

薩樋

翫載
需
、

総揃

ド
、
～
酋

　
　
　
舜

清津川、
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苗
場
山
ろ
く
地
域
農

業
開
発
促
進
協
議
会
（

市
長
の
諮
問
機
関
）
は

こ
の
ほ
ど
苗
場
山
ろ
く

開
発
に
と
も
な
い
諸
情

勢
を
分
析
総
合
判
断
を

行
な
っ
た
結
果
、
市
内

で
将
来
新
規
需
要
が
見

込
ま
れ
る
水
資
源
を
、

清
津
川
多
目
的
ダ
ム
に

依
存
す
る
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
．

　
清
津
川
多
目
的
ダ
ム

（
洪
水
調
節
発
電
、
工

業
用
水
、
上
水
道
、
か

ん
が
い
用
水
を
一
括
貯

留
す
る
ダ
ム
）
は
、
北

陸
地
方
建
設
局
が
四
十

八
、
四
十
九
両
年
度
予
備
調
査
、
五

十
、
五
十
一
年
度
実
施
調
査
（
一
部
着

工
）
五
十
二
年
本
工
事
着
手
、
五
十

五
年
度
工
車
完
了
を
目
途
に
諸
準
備

を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
．
位
置
は

信
濃
川
合
流
点
か
ら
約
十
七
キ
・
上

流
（
鹿
飛
橋
の
上
流
）
で
貯
水
量
は

二
億
～
三
億
ト
ソ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
と
、

湯
沢
町
三
俣
の
三
部
落
約
百
戸
が
水

没
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
で
は

昭
和
八
十
年
に
な
っ
て
も
水
資
源
の

不
足
を
来
た
さ
な
い
だ
け
の
量
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
、
目
下
、
工

業
用
水
、
農
業
用
水
上
水
道
用
水
、

流
消
雪
用
水
等
の
新
規
需
要
水
量
の

推
計
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
．

市
農
委
が
文
集

「
郷
土
の
た
よ
り
」
を
配
布

　
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
人
と
残
さ

れ
た
家
族
の
心
の
き
ず
な
に
役
立
て

ば
と
は
じ
め
ら
れ
た
文
集
「
郷
土
の

た
よ
り
」
は
出
稼
ぎ
者
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
と
し
も
市
農
業
委
員

会
は
第
六
集
を
発
行
、
十
日
町
市
か

ら
出
稼
ぎ
に
い
っ
て
い
る
五
百
七
十

人
に
そ
れ
ぞ
れ
配
布
し
ま
し
た
。

　
文
集
の
内
容
は
留
守
家
庭
の
小
中

学
生
や
お
母
さ
ん
達
の
文
集
と
お
知

ら
せ
事
項
が
の
せ
て
あ
り
、
ま
た
冊

子
「
明
る
く
安
全
な
出
稼
ぎ
の
た
め

に
」
も
同
時
に
配
布
し
ま
し
た
。

文
集
「
郷
土
の
た
よ
り
」

市
道
舗
装
用
原
材
料

　
　
二
千
五
百
万
円

雪
害
対
策
費

　
　
七
千
二
百
五
十
万
七
千
円

克
雪
管
理
セ
ソ
タ
ー
工
事
費
等

　
　
千
八
百
六
十
六
万
五
千
円

都
市
計
画
費

二
億
五
千
七
百
九
十
五
万
六
千
円

橋
梁
、
河
川
工
事
費

　
　
　
千
三
百
八
十
万
円

国
県
道
改
良
負
担
金

　
　
　
千
二
十
八
万
円

・
教
育
費

東
小
学
校
々
舎
屋
体
建
築
（
二
年

目
）
　
八
千
六
百
万
円

十
日
町
小
学
校
々
舎
増
築
工
事

　
　
　
二
千
九
百
八
十
五
万
円

西
小
学
校
（
仮
称
）
校
地
買
収
等

　
　
　
三
億
四
千
五
十
万
円

十
日
町
中
学
校
屋
体
工
事
（
継
続

　
一
年
目
）
　
五
千
百
七
十
三
万
円

苗
場
山
麓
埋
蔵
文
化
財
調
査

　
　
　
　
　
　
　
九
十
万
円

学
校
グ
ラ
ウ
ソ
ド
整
備
（
五
ヵ

所
）
　
　
　
　
八
百
三
万
円

プ
ー
ル
新
設
・
整
備
（
七
ヵ
校
）

　
　
　
千
二
百
四
十
八
万
千
円

飛
渡
地
区
公
民
館
備
品
整
備
費

　
　
　
　
八
十
七
万
七
千
円

広
域
消
防
が
発
足

　
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
業

の
一
環
と
し
て
、
広
域
消
防
の
計
画

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

十
日
町
市
及
び
川
西
町
、
津
南
町
、

中
里
村
の
一
市
二
町
一
村
間
で
協
議

が
ま
と
ま
り
、
近
く
県
知
事
の
許
可

を
得
て
、
一
部
事
務
組
合
と
し
て
広

域
消
防
を
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
、
て
、
四
市
町
村
が
一

体
と
な
っ
た
消
防
業
務
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
十
日
町
市
の
消
防

本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
団
と
各
町

村
の
消
防
団
は
、
一
部
事
務
組
合
の

消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
団
に

な
り
ま
す
。
本
市
の
場
合
は
、
火
災

救
急
の
通
報
及
び
火
災
予
防
、
危
険

物
関
係
の
事
務
手
続
き
等
は
い
ま
ま

で
と
全
く
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
広
域
消
防
が
発
足
す
る

と
、
消
防
、
救
急
活
動
の
範
囲
が
ひ

ろ
く
な
る
た
め
、
本
署
だ
け
で
は
全

地
域
へ
の
消
防
、
救
急
活
動
が
困
難

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
消
防
署
の

分
遣
所
（
出
張
所
）
を
川
西
町
と
津

南
町
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。
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田小学校
ぼ
く
ら
の
給
食
室

塗

使
い
や
す
く
な
っ
た
給
食
室

　
市
は
真
田
小
学
校
（
山
内
小
学
校

長
）
を
、
こ
の
ほ
ど
二
千
七
百
九
十

万
円
で
改
築
。
あ
わ
せ
て
給
食
施
設

を
完
備
し
給
食
を
行
な
っ
て
い
ま

す
．　
い
ま
ま
で
こ
ど
も
た
ち
は
弁
当
持

参
で
ミ
ル
ク
給
食
だ
け
で
し
た
が
、

校
舎
改
築
の
折
に
米
飯
給
食
施
設
を

つ
く
り
、
こ
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
地

域
の
人
達
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
は
、
「
み
ん
な
が
一

教
室
も
す
っ
か
り
あ
た
ら
し
く
な
り

こ
ど
も
た
ち
の
表
情
も
明
る
い

緒
に
あ
っ
た
か
い
ご
飯
を
食
ぺ
ら
れ

る
の
で
お
昼
が
楽
し
み
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
家
の
人
達
も
毎
日
の
お
昼
の

食
事
が
楽
し
み
と
い
っ
た
こ
ど
も
た

ち
の
話
し
に
う
れ
し
そ
う
。

　
給
食
設
備
に
は
六
十
万
八
千
円
ほ

ど
か
か
り
ま
し
た
が
毎
日
の
献
立
に

は
栄
養
を
考
え
た
細
か
な
配
慮
と
、

な
に
よ
り
も
清
潔
さ
が
う
り
も
の
と

い
っ
た
真
田
小
学
校
の
給
食
室
で
す

　
血
液
代
金
支
給
制
度

　
の
お
し
ら
せ

　
献
血
者
の
善
意
に
む
く
い
る
た
め

献
血
さ
れ
た
本
人
、
同
居
の
親
族
及

び
県
内
に
居
住
さ
れ
る
三
親
等
内
の

親
族
の
方
が
輸
血
を
受
け
ら
れ
た
場

合
、
本
人
が
負
担
し
た
血
液
代
金
を

日
赤
県
支
部
が
給
付
す
る
も
の
で
、

申
請
用
紙
は
市
衛
生
課
及
び
十
日
町

保
健
所
に
備
付
け
て
あ
り
ま
す
．

　
（
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
）

小
泉
集
団
栽
培
組
合
に
努
力
賞

　
小
泉
集
団
栽
培
組
合
（
酒
井
浩
司

組
合
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
と
N
H
K
新
潟
放
送

局
主
催
の
日
本
農
業
賞
県
代
表
に
応

募
、
審
査
の
結
果
、
集
団
の
部
で
努

力
賞
を
う
け
ま
し
た
。

　
日
本
農
業
賞
は
、
あ
す
の
農
業
の

に
な
い
手
と
し
て
、
農
業
の
近
代
化

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業

者
を
た
た
え
る
も
の
で
、
小
泉
集
団

栽
培
組
合
は
、
そ
の
実
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

共
同
も
み
乾
燥
調
整
施
設

　
　
　
　
（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
）

　
昭
和
四
十
年
か
ら
農
業
構
造
改
善

事
業
に
着
手
し
、
六
十
二
戸
の
組
合

員
が
稲
作
経
営
の
近
代
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
小
泉
集
団
栽
培
組

合
は
特
に
全
面
機
械
共
同
利
用
で
生

産
の
合
理
化
と
省
力
化
に
つ
と
め
、

ラ
イ
ス
セ
ソ
タ
ー
の
百
バ
ー
セ
ソ
ト

利
用
と
、
品
種
を
三
品
種
（
越
路
早

生
、
こ
し
み
の
り
、
こ
し
ほ
ま
れ
）

に
統
一
し
、
一
貫
体
制
を
確
立
し
た

こ
と
が
特
色
と
な
っ
て
5
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
耕
う
ん
作
業

　
　
出
稼
ぎ
者
と
現
地
為

　
　
意
見
交
換

　
十
日
町
地
区
雇
用
協
議
会
（
春
日

由
三
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
三
泊
四

日
の
日
程
で
、
十
日
町
市
か
ら
の
出

稼
ぎ
者
が
多
い
東
京
都
及
び
神
奈
川

県
の
九
事
業
所
九
十
九
人
を
訪
問
、

意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
事
業
所
に
働
く
人
達
も
、

ふ
る
さ
と
か
ら
の
お
も
わ
ぬ
訪
問
を

喜
ん
で
質
問
の
ほ
と
ん
ど
が
留
守

家
旅
や
ふ
る
さ
と
に
関
す
る
こ
と
で

し
た
。

　
同
協
議
会
は
現
地
で
出
稼
ぎ
者
の

就
労
状
況
や
作
業
内
容
、
宿
舎
の
状

況
を
知
り
、
出
稼
ぎ
を
安
全
で
明
る

く
楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め
の
資
料

に
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．

　
な
お
、
現
地
の
意
見
交
換
で
の
要

望
を
集
約
す
る
と
、
雪
に
関
す
る
こ

と
、
税
金
の
間
題
・
失
業
保
険
等
各

種
保
険
に
関
す
る
こ
と
の
三
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
同
協
議
会
で
は
、
今

後
出
稼
ぎ
者
の
技
能
修
得
訓
練
等
に

力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

車
検
用
納
税
証
明
の

方
法
が
か
わ
り
ま
し
た

　
昭
和
四
十
八
年
以
降
自
動
車
税
を

納
税
さ
れ
ま
す
と
、
納
税
通
知
書

（
督
促
状
）
に
領
収
日
付
印
を
押
す

こ
と
に
よ
っ
て
自
動
的
に
納
税
証
明

書
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
納
税
す
る
場
合
は

納
税
通
知
書
を
使
用
さ
れ
、
領
収
証

書
を
受
け
と
っ
た
ら
、
納
税
証
明
書

の
部
分
を
切
り
取
り
、
自
動
車
検
査

証
と
と
も
に
大
切
に
保
．
存
し
、
継
続

検
査
の
と
き
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い

◎
使
用
で
き
な
い
納
税
証
明
書

　
・
無
効
と
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の

　
・
記
載
事
項
が
訂
正
さ
れ
て
い
る

　
　
も
の

　
・
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
も
の

◎
証
明
請
求
に
は
慣
収
証
書
を
忘
れ

　
ず
に

　
・
県
外
で
継
続
検
査
を
受
け
る
方

や
納
税
証
明
書
の
発
行
を
受
け

て
い
な
い
方
、
ま
た
紛
失
し
た

方
は
十
日
町
財
務
事
務
所
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
際
、
自
動
車
領
収
証
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
．

ま
た
、
電
算
処
理
す
る
関
係
上

納
税
通
知
書
や
督
促
状
な
ど
を

折
っ
た
り
、
汚
し
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
の
点
は
十
日
町
財
務
事
務

所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

所
得
税
確
定
申
告
が

ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き
は

・
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い
た
と

き納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、

還
付
を
受
け
る
税
額
が
多
か
っ
た

り
し
た
と
き
は
「
修
正
申
告
」
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
査
を

受
け
る
前
に
修
正
申
告
を
す
れ
ば

過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ

　
ん
。

・
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
と
き

税
金
を
納
め
す
ぎ
て
い
た
り
、
還

付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
か
っ
た

と
き
は
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
．

期
限
は
昭
和
四
十
九
年
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

・
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

期
限
後
で
も
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）
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　㈲野口ふとん製作所（東京江戸川区）

初
診
の
方
は
保
険

証
を
忘
れ
ず
に

　
医
療
機
関
に
か
か
る
場
合
、
初
め

て
診
察
し
て
も
ら
う
方
は
、
保
険
証

を
窓
口
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
初
め
て
で
な
い
場
合
で
も
、

最
初
に
か
か
っ
た
月
と
二
度
目
に
か

か
る
月
が
ち
が
う
楊
合
も
保
険
証
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
こ
の
保
険
証

の
呈
示
が
な
い
と
、
保
険
給
付
事
務

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

㌔

ぐ
暢

一
月
　
　
　
　
新
型
雪
上
車
を
配
置
。
市
民
ス
キ
ー
場
オ
！
ブ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
面
積
八
万
千
六
百
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）

一
月
二
十
日
　
　
　
市
総
合
計
画
基
本
構
想
案
を
諮
間
。

二
月
十
二
日
～
十
三
日
市
民
冬
ま
つ
り

三
月
二
十
二
日

四三
月月

日十
　九
　日

四
月
十
七
日

四
月
二
十
日

四
月
二
十
五
日

五
月
十
四
日

五
月
二
十
三
日

六
月
五
日

六
月
十
九
日

七
月
一
日

七
月
一
日

七
月
十
三
日
～

七
月
十
七
日
～

　
　
　
　
十
八
日

七
月
二
十
五
日

七
月
三
十
一
日

八
月
二
十
四
日

八
月
二
十
五
日
～

　
　
　
二
十
七
日

八
月
二
十
八
日

九
月
九
月
十
月
一
日

十
月
十
一
日

十
月
十
五
日

十
月
十
九
日

十
一
月
十
五
日

十
一
月
二
十
七
日

十
一
月
三
十
日

十
二
月

昭
和
四
十
七
年
度
十
日
町
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

予
算
二
十
一
億
千
七
百
七
十
一
万
九
千
円
を
可
決

（
総
額
二
＋
五
億
八
千
万
円
）

米
生
産
調
整
目
標
千
六
百
十
八
ト
ソ
を
割
り
当
て

助
役
に
池
田
作
三
氏
、
収
入
役
に
酒
井
梅
吉
氏
を

選
任
市
機
構
改
革
実
施
（
総
務
課
、
企
画
財
政
課
新
設
）

農
業
後
継
者
と
市
長
と
の
対
話
集
会

市
長
に
藍
綬
褒
章

農
政
懇
談
会
を
実
施

成
人
式
（
成
人
者
八
百
七
十
五
人
）

第
一
回
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会
を
開
く

「
小
唄
ま
つ
り
」
民
謡
流
し

苗
場
山
ろ
く
地
域
農
家
意
向
調
査
を
実
施

（
苗
場
山
ろ
く
開
発
室
）

明
石
町
が
特
選
（
織
物
工
場
団
地
の
町
名
募
集
）

第
二
次
市
機
構
改
革
を
実
施
（
環
境
開
発
謀
及
び

保
健
課
、
衛
生
課
、
市
民
相
談
係
等
の
設
置
）

統
合
校
舎
東
小
学
校
建
設
着
工

市
内
施
設
め
ぐ
り
を
実
施
（
三
回
）

大
気
汚
染
な
ど
実
態
調
査

津
南
町
に
総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー
着
工
（
広
域
事
務

組
合
事
業
）

第
一
回
市
民
と
市
長
の
会
を
開
く
。
東
下
組
会
場

（
八
月
四
日
飛
渡
第
一
会
場
、
八
月
十
一
日
珠
川

会
場
）

市
社
会
福
祉
大
会
を
開
く
。

市
美
術
展
を
開
く

地
区
公
害
対
策
推
進
会
議
が
発
足

織
協
な
ど
に
紺
綬
褒
章

十
日
町
西
小
学
校
（
仮
称
）
新
設
構
想
き
ま
る

小
海
、
月
岡
両
氏
（
教
育
委
員
）
を
再
任

北
越
北
線
（
十
日
町
－
直
江
津
間
）
建
設
ル
ー
ト

き
ま
る
。
（
運
輸
大
臣
の
事
業
認
定
）

市
民
サ
イ
ク
リ
ソ
グ
を
実
施

克
雪
管
理
セ
ソ
タ
ー
の
建
設
着
工
（
新
水
地
区
）

総
工
事
費
二
千
四
百
万
円

第
一
回
広
域
青
少
年
対
策
推
進
会
議
を
開
く

老
人
い
こ
い
の
家
「
四
ッ
宮
荘
」
完
成

真
田
小
学
校
完
成

総
工
事
費
二
千
七
百
九
十
万
円

広
域
と
畜
場
完
成
総
工
事
費
（
買
収
費
徐
く
）

三
千
五
百
九
万
五
千
円

公
営
住
宅
黒
沢
団
地
完
成
県
営
五
棟
三
十
戸

市
営
一
棟
六
戸
建
．

一465一
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器
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環
境
汚
染
や
食
肉
衛
、
航
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
”
”
・
一

　
　
生
の
面
か
ら
中
止
さ
が
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
．
・
．
鰯
・
！

　
　
麟
騒
姓
耀
弾
欝
程

ツ
鑓
藻
覗
羅
行

フ
＋
九
日
手
ノ
轟
業

一
ま
し
有
　
鰹
乍

オ
そ
こ
で
こ
の
施
設
肇
4

目
笏
訪
れ
て
み
ま
し
た
．
霧

云蓄
韓
轟
灘
鑛
繊
猿
購

醗灘
瞭

　
　
　
　
篶
聾

　
　
　
撚
灘
籔

　
　
離
蟹

．
鑛
灘
畿
懸

豚
が
食
肉
に
な
る
ま
で

O

入搬

電
殺
内
臓
摘
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
皮
む
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柱
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ン
コ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ト
電
さ

　
　
　
　
，
繊
灘
欝
躍

汚水の処理行程
鹸雛梧鰹能カー日60トン1

汚
水
注
入

　
こ
れ
は
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
（
十
日
町
市
、
川

西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
の
一
市
二
町
｝
村
）
の
経
営
に

よ
る
も
の
で
、
場
所
は
十
日
町
橋
以
南
の
旧
市
営
と
畜
場

を
増
改
築
、
浄
化
槽
や
冷
蔵
庫
を
設
置
し
、
設
備
も
大
幅

に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
、
と
殺
作
業
は
市
の
中
心
部
か
ら
三
十
ニ
キ

ロ
耕
離
れ
た
魚
沼
食
肉
セ
ン
タ
ー
（
堀
ノ
内
町
）
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
施
設
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
輸
送

費
の
節
約
、
生
体
出
荷
の
円
滑
、
搬
出
搬
入
時
間
の
節
約

新
鮮
で
衛
生
的
な
食
肉
を
供
給
す
る
な
ど
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
施
設
能
力
は
一
日
五
十
頭
で
、
六
人
が
作
業
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　
利
用
状
況
は
、
十
臼
町
市
五
割
、
津
南
町
三
割
、
川
西

町
、
中
里
村
二
割
、
そ
の
他
一
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

搬
出

↑冷蔵庫に一昼夜入れる

と畜場のしごと
と畜場のしごとの内容は作業行程、汚

枝肉汚染防止の3つに大別されます。

固
形
分
離
機
に

カ
け
る

分離された固形物
は焼却炉で処置さ
れます
（食べられない肉もここで焼却

計
量
器
で
目
方
を
は
か
る

お
い
し
そ
う
な
枝
肉
に
な
る

7

沈
　
澱
　
槽

　
透
明
度
の
検
査

貯
爆
　
気
　
槽

微
生
物
を
繁
殖
さ
せ
細
菌
処
理
す
る

枝
肉
汚
染
防
止

保
健
所
の
検
査
官
が
内
臓
と
枝
肉
の
検
査
を

行
な
い
、
人
畜
共
通
の
伝
染
病
（
丹
毒
、
ト

キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
病
症
な
ど
）
の
予
防
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

塩素殺菌

　
　
　
り
り
ゆ
が

熱
欝

諺
懸
・

　
　
，
戸
’
9
9
9
●
●

（
舞
、
あ
繕
縫
パ
握
雑
韓
．
融
）

一466一
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交
通
災
害
秘

加
入
し
議

　
　
　
掛
金
は

　
交
通
事
故
は
年
ご
と
に
暗
い
記
録

を
更
新
し
、
恐
ろ
し
い
事
故
は
あ
な

た
や
家
族
に
い
っ
ふ
り
か
か
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
、

新
潟
県
交
通
災
害
共
済
制
度
が
発
足

し
、
こ
と
し
は
六
周
年
を
む
か
え
ま

し
た
。
こ
の
制
度
に
加
入
す
る
と
、
市

民
一
人
一
日
一
円
の
掛
金
で
交
通
事

見舞金受給状況
（S47。4．1～S48．1．31）

等級 給付者数 給付金額

1 9人 450ノ∫円

2 一 一

3 9人 90川II

4 3人 24　万円

5 一 一

6 4人 20　ノ∫円

7 7人 24，5ノ川

8 14人 28　ノ∫円

9 23人 11．5ノ川

計 69人 648万円

　
　
　
　
　
　
　
一
円

故
で
死
亡
や
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
見

舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
当
市
で
は

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
加
入

率
は
、
当
初
二
十
三
聯
か
ら
現
在
四

十
四
軒
と
な
り
、
会
員
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
任
意
加
入

で
す
が
、
万
一
に
備
え
て
全
世
帯
の

ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
度
の
加
入

　
　
　
　
　
者
は
三
月
三
十
一

　
　
　
　
　
日
で
共
済
期
間
が

　
　
　
　
　
終
了
し
ま
す
の
で

　
　
　
　
　
四
月
一
日
か
ら
新

　
　
　
　
　
た
に
加
入
い
た
だ

　
　
　
　
　
き
た
い
と
思
い
ま

　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
な
お
申
込
み
は

三
月
を
取
ま
と
め
月
と
し
て
各
嘱
託

員
に
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

現
金
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

　
加
入
で
き
る
人
等

・
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
及
び
外
国

人
登
録
し
て
い
る
人

・
国
内
で
発
生
し
た
車
両
等
に
よ
る

人
身
事
故

・
共
済
掛
金
は
一
人
に
つ
き
年
額
三

百
五
十
円

・
共
済
見
舞
金
は
災
害
の
程
度
に
ょ

り
、
五
十
万
円
（
一
等
級
”
死
亡
）

か
ら
五
千
円
（
九
等
級
”
実
治
療

日
数
七
日
以
上
）
ま
で
。

”
二
十
歳
の
記
録
”
の
原
稿
募
集

　
こ
と
し
の
成
人
式
は
五
月
十
三
日

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
民
館

で
は
、
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
二
十
歳
の
記
録
」
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
青
年
と
し
て
の
意

欲
と
情
熱
に
満
ち
た
あ
な
た
の
声
を

お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
　
「
新
成
人
学
級
」
も
企
画

し
て
お
り
ま
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
要
項

資
格
　
昭
和
四
十
八
年
度
十
日
町

　
　
　
市
成
人
式
該
当
者
（
昭
和

　
　
二
十
七
年
四
月
二
日
～
二

　
　
十
八
年
四
月
一
日
生
）

課
題
　
一
番
書
き
や
す
い
課
題
を

　
　
つ
ぎ
の
中
か
ら
選
ん
で
く

　
　
だ
さ
い
。

◇
十
日
町
市
民
と
し
て
思
う
こ
と

◇
わ
た
し
の
二
十
歳

◇
わ
た
し
の
選
ん
だ
道

◇
わ
た
し
の
父
親
論

◇
初
め
て
選
挙
権
を
得
て

◇
青
年
と
し
て
訴
え
た
い
こ
と

◇
詩
「
青
春
」

◇
そ
の
他

　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
以
内
、

　
一
人
二
編
ま
で
。

　
原
稿
に
は
課
題
、
住
所
、
氏
名
、

職
業
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

〆
切
三
月
二
十
日

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
市
公
民

館
（
含
七
i
五
〇
二
番
）
へ
ど

う
ぞ
。

伽
糞
ポ
ィ
釜
ピ
『

　
ツ爺　　

　
　
　
対

趣

主婦井ロッル

　（桜木町）

十
高
漫
研
ク
ラ
ブ

　
　
　
小
杉
厚

　
市
報
に
マ
ン
ガ
を
連
載
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
マ
ン
ガ
「
ポ
ッ
ポ
ち
や

ん
」
の
作
者
は
十
高
漫
研
ク
ラ
ブ
の

小
杉
厚
子
さ
ん
（
下
条
四
丁
目
）
．

　
小
杉
さ
ん
は
こ
ど
も
の
頃
か
ら
絵

を
書
く
の
が
大
好
き
。
高
校
に
入
っ

て
好
き
な
マ
ン
ガ
を
描
こ
う
と
昭
和

四
十
五
年
に
同
好
の
女
子
五
人
で
漫

研
ク
ラ
ブ
を
創
設
し
ま
し
た
。

現
在
も
五
人
（
男
子
二
人
、
女
子

三
人
）
で
放
課
後
に
な
る
と
教
室
で

研
究
を
つ
づ
け
、
ガ
ソ
マ
と
い
う
、

冊
子
（
単
価
三
千
円
）
を
年
三
回
発

まカ、おと

　　　　　栄養士など募集
　昭和48年4年1日採用予定の市職員をつぎの

とおり募集します。

　職種と人員　①栄養士1名　②水道技術職員

　　　　　　　1名　③学校用務員2名（下条

　　　　　　　小、十日町中勤務）

　応募資格
①栄養士　昭和23年4月2日以降出生の女子で栄

　養士資格のある者（本年3月資格取得を含む）

②水道技術職員　昭和23年4月2日以降出生の

　男子で工業高校の電気、機械科卒業者（本年

　3月卒業者を含む）または昭和18年4月2日

　以降出生の男子で水道工事配管設計等の業務

　経験が5年以上の者。

③学校用務員　年令40歳程度の男子（40歳未満

　者可）

　受付期日

昭和48年3月24日正午まで．

　提出書類

①市職員採用試験申込書　（⑳②の用紙は総務

課）　②身体検査書　③最終卒業学校の成績証

明書（学校用務員を除く）　④資格を証する書

面（栄養士受験者のみ）を添えて職業安定所ま

たは市総務課にお申し込みください。

　試験期日

昭和48年3月26日（月）市役所で行ないます。

　試験方法

口述試験と身体検査、身上調査を行ないます。

　　　交通安全作文、ポスターを募集

　新潟県交通安全対策連絡協議会は春の全国交

通安全運動の一環として、小、中、高校生から

作文及びポスターを募集します。作文、ポスタ

ーの内容は交通安全に関するもので、くわしい

ことは市環境開発課へお問い合わせください。

　応募方法

　L作品には市町村名、学校名、児童生徒の学

　　年及び氏名を明記。

　しめ切り　4月20日まで

　送付先新潟県企画開発部県民生活課（新

　　　　　　潟市学校町通り一番町602）

　　　　　養市報とおかまちヤが入選

　新潟県広報コンクールで、去る1月下旬、県

内の市町村で発行されている広報紙のコンクー

ルが県庁で行なわれ、市報とおかまちは広報紙

市の部で入選しました。今後も家庭と市役所を

結ぶかけ橋としてみなさんに親しまれる紙面づ

くりに努力するつもりです。

ご協力をお願いします。

　　　春の全国交通安全逗動にご協力を

　新入学児童及び幼児、老人の安全と正しい通

行指導を重点に春の全国交通安全運動が4月6

日から4月15日までのゆ日間実施されます。市

民総ぐるみで交通安全運動にご協力ください。

早
春
の
鍋
物
を
ど
う
ぞ

　
イ
カ
一
ば
い
サ
ッ
と
湯
が
き
、
輪

切
り
に
す
る
。
カ
キ
ニ
百
4
は
洗
っ

て
お
く
。
土
鍋
に
カ
ッ
プ
四
杯
の
だ

し
汁
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
カ
キ
、

イ
ヵ
を
半
分
ず
つ
入
れ
中
火
で
煮

子

▼マンガを描くのさ

ヨ諺髪というん

る
。
火
が
通
っ
た
ら
豆
腐
半
丁
の
半

分
を
切
り
入
れ
る
。
三
ッ
葉
を
散
ら

し
て
食
べ
な
が
ら
残
り
を
入
れ
ま
す

薬
味
は
、
し
ょ
う
油
に
み
り
ん
を
少

し
入
れ
ネ
ギ
の
小
口
切
を
た
っ
ぶ
り

と
加
え
ま
す
。

　　　　　感電防止についてお願い

　最近家屋の建築工事等で、電線に触れて感電

するという災害が増加しています。つきまして

は家屋の新増改築を予定されている方で付近に

配電線がありこれに接近し危険と思われる場合

は（作業足場も含む）至急連絡してください。

調査のうえ安全対策を講じます。

　　（東北電力十日町営業所曾2－3107）

18日　富田医院（神明町）　22－3269番

21日　山口医院（袋町中）　含2－2174番

25日　庭野医院（神明町）　奮2－2711番

　　　　停電のお知らせ
3月20日午前9時30分から午後1時まで

昭和町1丁目～袋町～十日町高校通り～本町

西1丁目～市役所通り～千歳町。

十日町写真師組合（青山、カネコ、佐野、山内

写真館加盟）は、このほど雪まつりのカラー写

真（キャビネ版）50枚を雪まつり事務局に寄贈

しました。雪まつり事務局を担当している市商

工課では、雪まつりの宣伝用として、活用する

予定です。

　　　　　福祉事業審付金
春日市長（農協25周年記念講師謝礼）10，000円

　ヂ，　　（日本生命講師謝礼）　　　5，000円

　’，　　（北親会講師謝礼）　　　　10，000円

行
。
　
そ
の
他
校
内
の
文
化
祭
に
個
人
作

品
を
出
品
し
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。

　
担
任
の
岡
村
先
生
は
「
マ
ソ
ガ
は

遊
び
と
い
っ
た
観
念
が
強
い
が
、
早

く
校
内
の
正
式
ク
ラ
ブ
に
昇
格
さ
せ

た
い
。
冊
子
を
出
す
に
も
、
生
徒
の

金
銭
的
負
担
で
ま
か
な
っ
て
い
る
の

が
心
苦
し
い
こ
と
だ
。
や
は
り
生
徒

の
個
性
を
の
ば
す
意
味
で
こ
の
ク
ラ

掃
泉
サ
ー

7
趨凸
　
　
　
　
泉
サ
ー
ク
ル
は
、
今
年

　
　
　
で
十
二
年
目
を
む
か
え
ま

　
　
　
す
。

　
話
し
あ
い
、
レ
ク
リ
ェ
ー
ジ
ョ
ソ

を
中
心
と
し
た
明
る
く
楽
し
い
若
者

の
集
い
で
す
。
話
し
あ
い
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ソ
の
中
か
ら
社
会
を
学
び

人
の
和
（
輪
）
と
親
睦
を
つ
く
り
だ

す
た
め
に
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

市
公
民
館
を
利
用
し
て
、
毎
週
土

曜
日
の
夜
七
時
か
ら
九
時
三
十
分
ま

で
集
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

畿

ブ
の
存
在
は
重
要
だ
と
思
う
」
と
い

っ
て
い
ま
す
。

　
小
杉
さ
ん
に
マ
ン
ガ
「
ポ
ッ
ポ
ち

ゃ
ん
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
し

て
み
ま
す
と
、
　
「
書
く
の
は
三
十
分

位
で
す
が
、
市
報
は
見
る
人
の
範
囲

が
広
い
た
め
、
素
材
を
考
え
た
り
、

四
コ
マ
に
ま
と
め
る
の
に
時
間
が
か

か
る
」
と
苦
心
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

ク
ル

薯塑謂碓
融勧￥伽yk印
0

あ
難撃遇　
／

周

　
易

猛
！
…
　
　
　
0

　
　
　
　
、

ノ

猟
医
芳
’
レ

ヤ

わわっ

マ
～

賓
移
し

。
キ
，

訟し懸
　　　翰鰍

、な雛翼

総擦
り
、
W’

夢

兼
倹
ギ

も
ら
久
う

労
ゑ
σ

　
　
、
ヒ
，
．
．

　　　　　福：

春日市長（農協：

　ヂ，　（日本

　’，　（北親

十日町商工会議

所商業部会

　　　50，000円

宮崎小勝（川治

中町）　2，500円

本町西1丁目懇

西会　口，211円

村山公一（新

宮）香典返し

　　　20，000円

傷夷軍人会（代

表上村順平）

　　　15，850円

内藤直義（小田

原より）

　　　1，000円

重野清一400円

村山忠（関根第

2）香典返し

　　　10，0CO円

川上浩（慈善げ

てもの会代表）

　　　10，000円

　
現
在
、
会
員
数
二
十
一
名
．
今
年

は
雪
ま
つ
り
の
ふ
る
さ
と
広
場
に
参

加
し
て
、
他
の
グ
ル
ー
ブ
、
サ
ー
ク

ル
と
も
親
し
み
を
持
つ
こ
と
が
で
き

喜
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
是
非

一
度
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
職

業
年
令
は
不
問
で
す
。

　
申
込
先
　
目
黒
通
雄
　
　
（
市
内
稲

　
　
葉
）
電
話
七
ー
二
六
七
七
番

　
ま
た
毎
週
土
曜
の
集
会
日
に
市
公

民
館
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
お
結

構
で
す
。

　
【
写
真
は
十
一
周
年
記
念
行
事

　
　
〃
親
子
の
つ
ど
い
”
】

　
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教
室

　
の
ご
利
用
を

　
こ
と
し
卒
業
さ
れ
る
学
生
や
新

入
社
員
か
ら
電
話
の
正
し
い
か
け

方
、
う
け
方
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
を

早
く
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
電
報
電
話
局
の
「
ダ
イ
ヤ
ル

電
話
教
室
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

経
費
は
無
料
で
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
曾
二
ー
三
三
〇
一
番
か
二
－

二
六
〇
〇
番
へ
（
十
日
町
電
報
電

話
局
）

一467一


